
第３回那須烏山市総合政策審議会 会議録

■日　時：令和元年１２月１１日（水）１４：００〜１６：００
■場　所：烏山庁舎２階 第２会議室　　　　　　 
■出 席 者：
（審議会委員）出席：１２名、欠席：３名
 中村祐司会長、仲澤清一委員、石川翔平委員、加藤忠一委員、荒井一浩委員、山村浩之委員、
中村恵之委員、澤村豊純委員、柳田京子委員、髙橋誠一委員、田島久男委員、髙橋寛之委員
※欠席：川俣優委員、島崎健一委員、飯田淳一委員
（市役所） 
 　 総合政策課：石川参事兼課長、髙野課長補佐、櫻井係長、倉堀主事

■協議内容（概要）
（１）第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定方針について
　　　櫻井係長が資料に基づき説明した。
　　　委員）新たな視点の関係人口創出について、都市と農村との交流事業はとても良いと思う。
　　　　　　ただ、都会の方が市に来るだけではなく、市から都会へも行っているのか。
　　　事務局）東京の豊島区と相互交流をしている。また、埼玉県和光市とはスポーツの相互交流を行っている。
　　　委員）和光市との交流も充実させていただきたい。
　事務局）現在、行っている交流事業は日帰りで１日のみの交流となっているので、今後は、市内の古民家への宿泊や通年を通した交流ができるような仕組みについて検討していきたい。

　（２）第２期人口ビジョン（案）について
　　　　櫻井係長が資料に基づき説明した。
　　　　委員）人口ビジョンとしては、特に問題ない。東京への一極集中が進んでおり、地方はどこも人口が減少している。
　　　　委員）市の自然増減をみると出生数が少ない。市内の独身者への結婚支援が必要だと感じている。他市町では、婚活イベントへの参加者の年齢制限を設けているため、高齢の方が参加できないとの話を聞いたことがある。
　　　　事務局）市でも様々な取り組みをしているが、なかなか成果が出ていない。
　　　　委員）横枕地区では、青年団主催の婚活イベントを実施している。このような取り組みがもっと広まると良い。
　　　　会長）自治体間の社会増減について、ただ転入者が多いから良いというものではなく、その中身として、どのような方が転入しているか実態を見極めることが大切ではないか。
　　　　委員）最近は、結婚後、親との同居ではなく、アパートへ仮住まいする傾向があるが、市内のアパートの家賃は近隣のさくら市や高根沢町と同程度であるため、より生活の便利な場所に転出していると思う。よって、そういった方への支援制度が有効ではないか。
　　　　委員）交通の便が良くなると、転出抑制に繋がると思う。JR烏山線の運行本数が増えるとよいと思う。
　　　　委員）市の子育て支援は、他市町と比べてどうなのか。
　　　　事務局）取り組みとしては、他市町と同水準である。ただし、市内には子供が遊べるような公園等が少ないとの意見をいただいている。
　　　　委員）市内には産婦人科がなく、また、夜間に受診できるような小児科がない。子育てする女性目線からすると、マイナスである。
　　　　委員）近年、就業者数は全国的に増加傾向にある。特に６０歳以上の方や女性の就業が増えている。このような実態を踏まえた取り組みについて検討する必要がある。
　　　　会長）第２期人口ビジョンの年齢３区分別推移を見ると、２０５０年以降は、生産年齢人口の割合が上昇に転じている。長期的に見ると明るい状況もある。また、特定の地区でモデル的な施策等を行い、その後、市全体に広めていくような考えも必要ではないか。
　　　　委員）市単独で考えるのではなく、近隣市町との連携も必要だと思う。
　　　　委員）生活の基盤となるのは、やはり雇用の場である。市内には県内有数の優良企業もあるので、もっと企業のPR等が必要である。
　　　　事務局）市内に優良企業があることを知らずに、他市町の企業に就業している方がたくさんいると聞いている。第２期総合戦略の施策として、市内の優良企業の認知度向上やPR等に繋がる取り組みについて検討している。
　　　　委員）企業の事業承継について対策が必要である。また、JR烏山駅前広場の有効活用も検討していただきたい。
　　　　委員）市内に魅力ある商店や飲食店がまとまってあるといいのではないか。
[bookmark: _GoBack]　　　　事務局）本市の特徴を活かし、今あるものを最大限活用した施策に取り組みたいと考えている。
　　　　委員）市として一番伸ばしたい分野（例えば観光、工業など）を明確にしたうえで、重点的に取り組んでいただきたい。
　　　　事務局）第２期総合戦略については、策定方針のとおり４つの基本目標の実現に向け、各分野ごとに、重点的に取り組むべき施策についてまとめていきたいと考えている。

（３）その他
　　　　・次回の総合政策審議会は、来年２月頃開催予定。
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